






I. アクチナーゼ製品

ーアクチナ ゼは、 放線柏Streptomyces grjseusの培養ろ液から得られる蛋白分解酵素プロテナーゼの

製品で、 用途に応じて各力価の製品があります。
アクチナー ゼの蛋白分解作用は、 極めて強力かつ広範で、 基質蛋白の有するペプチド結合をほとん

ど無差別に分解し、 その分解度は75~90％に達します。 また、 酸分解と比較して、 生成したトリプト
ファンやメチオニン等が分解されないこと、 反応条件が温和なこと、 反応操作が容易なこと等の特徴
があります。

アクチナーゼの応用分野としては、 学術基礎研究をはじめとして食品加工、 各種工業など多方面で
広く使用されています。

II． アクチナーゼの性質

1. 性 状

アクチナーゼは、白色～淡褐色のわずかに特異な臭いのある粉末で、水に溶けやすく、アセトン、
メタノ ールにほとんど溶けません。

2 安定性

(1) Caイオンの保護効果1
)

Caイオンはアクチナー ゼの活性保持に重要な役割を果たしています。製品中には安定化に必要な

Caイオンが含まれていますが、EDTA処理、 透析、 硫安塩析、 イオン交換樹脂処理等によりCaイオ
ンが欠如した場合には速やかに失活します。
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